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「なんぱく」若年性認知症カフェ

（※）若年性認知症とは…
　認知症は「もの忘れ」や「遂行機能（段取りを立て
て行動する）障害」など認知機能障害を起こす病気の
総称で、一般的には高齢者に多いのですが、65 歳未満
で発症した場合には「若年性認知症」と呼んでいます。
（「認知症介護情報ネットワーク」HPより抜粋）

なんぱくのアピールポイントとしては
・当事者の方⇨皆さまとお話しすることが楽しい、気持ちが一歩前に踏み出せる
・家 族 の 方⇨介護の悩みを共有できる、知りたい情報が得られる
・ボランティア⇨認知症への理解が自然にできる　　　　　　　　　　　　　などです。

　代表の星子さんは「当事者の皆さまが、ご自身の好きなことや、やりたいことを実現できるよ
うな場になればいいなと思います」と話されていました。
　なんぱくの開催日時は、毎月第３金曜日　１３時～１５時、日本福音ルーテル博多協会「南博
（なんぱく）ホール」で、関心のある方であればどなたでも参加できます。（参加費が１００円必要
です。）　住所：博多区須崎町3-9

　博多区須崎町の教会横の
ホールでは、毎月第３金曜日に
若年性認知症（※）カフェが開催さ
れています。
　このカフェは、認知症であっ
てもなくても自由に過ごすこと
ができる居場所で、開催時間中
は自由に出入りができ、当事者
や家族、ボランティアの皆さま
が茶話会等の交流を行なってい
ます。
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この広報紙は共同募金配分金及び賛助会費を主な財源として作成しております。

春住校区 ふれあいネットワーク研修会

子どもの居場所  やよいの森

～ユマニチュード講座～

弥生校区

ボランティア入門　傾聴講座

　春住校区社協では令和６年８月２８日に、地域の見守り活動を
行なうボランティアを対象に、公民館と共催で「ユマニチュード
講座」を行ないました。「ユマニチュード」とは、認知症の方にやさ
しさを伝えるコミュニケーションの技法です。
　研修会では、講話や映像等を通して、ユマニチュードがどのよ
うなものなのか学びました。参加者からは「認知症について理解
を深めることができた」といった声が聞かれました。

　弥生校区社協では、「子どもの居場所　やよいの森」を毎月、第１・３土曜日の
午後に公民館で開催しています。季節の行事や遊びを通して、子ども同士が楽し
く遊べる場です。
　夏休みには、そうめん流しとすいか割りを行ないました。初めて体験する子ど
もが多く、すいか割りでは、上手くすいかが割れると大きな歓声が上がりました。
　やよいの森の代表の田島さんは「やよいの森で過ごした子どもたちが成長し
て、今度はボランティアとして帰って来てくれることを期待しています」と笑顔で
話されていました。

　博多区社協事務所では、令和６年８月から３回に渡り、ボランテ
ィア活動に関心があるシニア世代の方を対象に「ボランティア入
門 傾聴講座」を開催しました。
　「傾聴」とは、相手の言葉や思いに耳を傾け、理解しようとする
姿勢で聴く会話の技術です。当日は、傾聴の基本知識を身に付け、体験を通して学びを深めました。
　参加者からは「普段のコミュニケーションを振り返るきっかけになった」「地域でボランティア活動す
る際に活かしていきたい」といった声が聞かれました。
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